
スギマルカイガラムシ

イチイやトドマツなど針葉樹の葉につくカイガラムシ．円形～楕円形の貝殻状，最大径３mm．灰色からうす茶色で中央黄色．

実害はほとんどないようだが，多発すると葉が黄色に変色したり枯れる．土ぼこりのかかる場所や風通しの悪い場所で多発す

る．

１．幼虫．2001/5/8．美唄市，庭のイチイ．

【学名】 Aspidiotus cryptomeriae

【分類】 カメムシ目（Hemiptera），マルカイガラムシ科（Diaspididae）

【分布】 北海道，本州，四国，九州；サハリン，朝鮮，台湾．

【生態】

宿主： イチイ，イヌガヤ，トドマツ，モミ，ツガ，エゾマツ，トウヒ，クロマツ，スギ，ビャクシンなど．

札幌辺りでは成虫が６月に出現する． 卵は７月上中旬に孵化する．幼虫で越冬する．北海道では年１回発生のようである．

形態および生態に変異があり，北海道から東北のイチイなどに寄生するタイプ，東北以南のスギに寄生するタイプとカヤに寄生

するタイプに分けられるようである．

【被害と防除】

道内ではイチイとトドマツで被害が記録されている．多発すると葉が部分的に枯れる．被害による樹勢の低下や枯死は知られて

いない．

土ぼこりのかかる場所や風通しの悪い場所で多発する．地面に近い葉に多い．

防除は普通必要とされない．気になるときは土ぼこりを防いだり，通風をよくして予防する．
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